






要約:小児期完全房室ブロック 42 例について QT 時間と心不全やアダムス・ストークス発作

(A・S 発作)などどの関連について検討した。QTc≧0.45 秒は 16 例(38%)であり,そのうち

13 例に新生児期心不全,あるいは幼児期以後のA・S発作がみられた。心奇形の合併がなけ

れば予後は良好で心不全の回復とともQT 時間の短縮がみられた。後天性のものは QT 延長

と A・S発作が多くみられ,先天性のものに較べ自然予後は不良と思われた。 

一方,QTc〈0.45 秒の例で重大な症状を呈したのは 26 例中 2例(8%)のみであった。 


